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山
　
路
　
　
　
裕

は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
十
月
に
、王
畿
の
全
集
で
あ
る
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
の
影
印
本
が
、江
蘇
大
学
出
版
社
か
ら
全
四
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
（
以

下
、
本
書
）。
同
社
か
ら
は
ほ
か
に
も
、『
陽
明
先
生
文
録
』
や
『
順
渠
先
生
文
録
』
な
ど
が
、
本
書
と
同
じ
叢
刊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
本
書
の
流
通
は
非
常
に
少
な
く
、
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
書
籍
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
るCiN

ii Books

で
検

索
し
て
み
て
も
、
わ
ず
か
に
信
州
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
だ
け
で
あ
る

（
１
）
。

本
書
は
第
一
冊
目
の
冒
頭
に
出
版
説
明
を
附
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
叢
刊
全
体
を
通
し
て
の
出
版
説
明
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
本
書
の
底
本

や
そ
の
所
蔵
先
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
底
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
右
のCiN

ii Books

で
検
索
し
た
結
果
の
「
注
記
」
に
も

あ
る
よ
う
に
、
本
書
標
題
紙
に
「
明
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
本

書
に
は
「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
情
報
が
ど
こ
に
も
な
く
、
本
書
は
本
当
に
そ
の
影
印
本
な
の
か
と
い
う
疑
問

江
蘇
大
学
出
版
社
影
印
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
の
底
本
に
つ
い
て
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が
も
た
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
小
論
で
は
本
書
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
本
書
が
影
印
し
た
底
本
、
お
よ
び
そ
の
所
蔵
機
関
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
影
印
本
を
後
に
手

に
す
る
人
の
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

王
畿
の
全
集
の
版
本
概
観

王
畿
（
一
四
九
八
〜
一
五
八
三
）、
字
は
汝
中
、
号
は
龍
渓
、
浙
江
山
陰
の
人
。
王
守
仁
（
一
四
七
二
〜
一
五
二
八
）
晩
年
の
弟
子
で
あ
り
、
守
仁

没
後
は
江
南
の
各
地
を
講
学
し
て
ま
わ
り
、
陽
明
学
の
伝
播
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

王
畿
の
全
集
に
つ
い
て
は
、
陽
明
後
学
文
献
叢
書
『
王
畿
集
』
中
の
呉
震
氏
に
よ
る
編
校
説
明
や
、
彭
国
翔
氏
「
明
刊
《
龍
溪
会
語
》
及
王

龍
溪
文
集
佚
文
︱
王
龍
溪
文
集
明
刊
本
略
考

（
２
）

」
に
説
明
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
先
学
に
よ
る
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
王
畿
の
全
集
の
版

本
を
概
観
す
る
。
た
だ
し
、
本
小
論
で
は
そ
の
全
て
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
本
書
の
底
本
に
関
わ
る
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜

一
六
二
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
の
版
本
に
限
定
し
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る

（
３
）
。

王
畿
の
全
集
の
う
ち
、
最
も
早
く
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
万
暦
十
六
（
一
五
八
八
）
年
蕭
良
幹
刻
本
で
あ
る
。
当
該
刻
本
は
『
四
庫
全
書
存

目
叢
書
』
集
部
第
九
十
八
冊
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
所
蔵
本
影
印
）、
中
華
再
造
善
本
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
影
印
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
。

い
ま
前
者
の
版
本
を
『
四
庫
存
目
標
注
』
に
よ
っ
て
概
観
し
て
み
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
半
葉
九
行
、
行
十
九
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
四

周
単
辺
。
各
巻
巻
首
に
「
龍
谿
王
先
生
全
集
」
と
あ
り
、次
の
行
に
「
門
人
周
怡
順
之
甫
編
緝
／
査
鐸
子
警
甫
校
閲
」
と
あ
り
。
万
暦
丁
亥
（
十

五
年
）
の
紀
年
を
も
つ
蕭
良
幹
の
序
文
と
、
同
戊
子
（
十
六
年
）
の
紀
年
を
も
つ
王
宗
沐
の
序
文
を
収
め
る
。
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万
暦
十
六
年
刊
本
の
次
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
万
暦
四
十
三
年
張
汝
霖
校
・
丁
賓
刻
本
、
す
な
わ
ち
本
書
が
影
印
し
た
と
称
す
る
版
本
で
あ

る
。
現
在
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
や
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
、
台
湾
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
燕
京
図
書
館
所
蔵
本
は

H
arvard D

igital Collections

で
閲
覧
で
き
る
。
い
ま
『
美
國
哈
佛
大
學
哈
佛
燕
京
圖
書
館
中
文
善
本
書
志
』
を
参
照
し
つ
つ
、
該
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
も
と
に
そ
の
概
要
を
記
す
と
以
下
の
通
り
。
全
二
十
二
巻
、
全
八
冊

（
４
）
。
半
葉
十
行
二
十
字
、
左
右
双
辺
、

白
口
、
単
魚
尾
。
巻
二
十
ま
で
の
内
容
は
万
暦
十
六
年
刊
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
冊
の
目
録
（
目
次
）
で
は
巻
二
十
一
に
「
大
象
義
述
」、
巻

二
十
二
に
「
徐
存
齋
公
撰
先
生
傳
」「
趙
麟
陽
公
撰
先
生
墓
誌
銘
」「
張
陽
和
公
吊
先
生
文
」
と
あ
る
。
各
巻
巻
首
に
「
龍
谿
王
先
生
全
集
巻
之

幾
」
と
あ
り
（
巻
七
・
八
は
「
龍
谿
先
生
全
集
」、
巻
十
八
は
「
龍
溪
王
先
生
全
集
」。
大
象
義
述
巻
は
書
題
の
み
で
、
編
著
者
事
項
の
次
行
に
「
大
象
義
述
」

と
あ
り
、巻
二
十
二
は
書
題
な
し
）、次
の
行
に
「
門
人
嘉
善
丁
□
賓
編
／
後
學
秀
水
黄
承
玄
／
山
陰
張
汝
霖
校
」
と
あ
る
（
巻
十
四
巻
首
の
み
「
秀
水
」

を
「
繡
水
」
に
刻
字
す
る
）。
各
巻
に
収
め
る
内
容
は
、
巻
一
よ
り
巻
八
ま
で
が
語
録
、
巻
九
よ
り
巻
十
二
ま
で
が
書
簡
、
巻
十
三
よ
り
巻
十
四

ま
で
が
序
、
巻
十
五
か
ら
巻
十
六
ま
で
が
雑
著
、
巻
十
七
が
記
説
、
巻
十
八
が
詩
、
巻
十
九
が
祭
文
、
巻
二
十
が
状
誌
表
伝
で
あ
る
。
こ
の
後

に
張
元
抃
の
「
祭
王
龍
谿
先
生
文
」・
趙
錦
の
「
龍
谿
王
先
生
墓
誌
銘
」・
徐
階
の
「
龍
谿
王
先
生
伝
」
が
続
き

（
５
）
、
さ
ら
に
「
大
象
義
述
」
が
続

く
（
し
た
が
っ
て
、
張
元
抃
・
趙
錦
・
徐
階
の
文
章
と
「
大
象
義
述
」
の
順
番
が
本
冊
目
録
と
異
な
っ
て
い
る
（
６
））。
巻
頭
に
は
王
宗
沐
の
「
龍
谿
王
先
生
集

舊
序
」、
蕭
良
幹
の
「
龍
谿
先
生
集
舊
序
」、
張
汝
霖
の
「
重
刻
龍
谿
先
生
集
紀
事
」
が
あ
る
。

右
の
万
暦
四
十
三
年
刊
本
に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
同
本
の
重
刊
本
で
あ
る
万
暦
四
十
七
年
丁
賓
刻
本
で
あ
る
。
現
在
、
国
立
公
文
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
概
要
は
万
暦
四
十
三
年
刊
本
と
同
じ
。
た
だ
し
公
文
書
館
本
は
、
巻
二
十
二
が
徐
階
「
龍
谿
王
先
生
伝
」・
趙
錦
「
龍

谿
王
先
生
墓
誌
銘
」・
張
元
抃
「
祭
王
龍
谿
先
生
文
」
と
本
冊
の
目
録
通
り
に
配
列
さ
れ
る

（
７
）
。
巻
頭
に
収
録
さ
れ
る
序
文
は
万
暦
四
十
三
年
刊

本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
蕭
良
幹
の
序
文
の
後
に
周
汝
登
の
「
刻
王
龍
谿
先
生
集
序
」（
万
暦
己
未
（
四
十
七
年
）
の
紀
年
あ
り
）
が
あ
る
。
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二　

本
書
の
底
本
と
そ
の
所
蔵
先
お
よ
び
旧
蔵
者

１　

本
書
の
底
本
と
所
蔵
先

以
上
に
王
畿
の
全
集
の
版
本
に
つ
い
て
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
書
が
影
印
し
た
底
本
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
い
ず
れ
の
も
の
に
該
当
す
る
か

を
検
討
し
た
い
。
結
論
を
さ
き
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
本
書
が
影
印
し
た
の
は
、「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
で
は
な
く
、「
万
暦
十
六
年

蕭
良
幹
刊
本
」
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
書
の
版
式
・
序
文
・
内
容
を
左
に
記
す
。

１　

版
式　

半
葉
九
行
、
行
十
九
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
四
周
単
辺

２　

序
文　

蕭
良
幹
序
文
・
王
宗
沐
序
文

３　

内
容　

全
二
十
巻
、
各
巻
巻
首
に
「
龍
谿
王
先
生
全
集
／
門
人
周
怡
順
之
甫
編
緝
／
査
鐸
子
警
甫
校
閲
」

一
見
し
て
あ
き
ら
か
な
様
に
、
本
書
の
版
式
・
序
文
・
内
容
は
、
す
べ
て
万
暦
十
六
年
刊
本
に
一
致
し
て
お
り
、
本
書
の
底
本
は
「
万
暦
十

六
年
蕭
良
幹
刊
本
」
で
あ
る
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
底
本
の
所
蔵
先
は
い
っ
た
い
ど
の
機
関
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
本
書
一
四
五
ペ
ー
ジ
に
見
え
る
補
抄

部
分
で
あ
る
。
本
書
巻
一
「
撫
州
擬
峴
臺
會
語
」
の
最
後
部
（
一
四
二
頁
・
四
十
葉
裏
）
は
、
あ
き
ら
か
に
文
章
が
途
中
で
切
れ
て
い
て
完
結
し

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
本
来
あ
る
は
ず
の
四
十
一
葉
に
あ
た
る
部
分
が
な
い
。「
撫
州
擬
峴
臺
會
語
」
は
、
撫
州
（
江
西
省
撫
州
府
）
に
お
け
る

講
会
の
記
録
で
、
当
地
の
先
達
で
あ
る
陸
九
淵
の
言
葉
を
参
会
者
が
王
畿
に
質
問
し
、
王
畿
が
そ
れ
に
答
え
る
形
で
記
録
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

右
会
語
資
料
の
う
ち
缺
け
て
い
る
部
分
は
、
そ
の
最
後
条
の
質
問
に
対
す
る
王
畿
の
答
え
の
う
ち
、「
説
得
象
山
」
か
ら
「
足
以
語
此
」
ま
で

で
あ
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
缺
け
た
部
分
を
墨
筆
で
記
し
た
用
紙
に
書
写
し
て
挿
入
す
る
こ
と
で
補
っ
て
お
り
、
こ
の
補
抄
部
分
は
本
書
の
特
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徴
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
あ
る

（
８
）

。

さ
て
、
こ
の
補
抄
部
分
を
手
が
か
り
と
し
て
探
し
て
い
く
と
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
に
行
き
当
た
る
。

人
文
研
所
蔵
の
『
全
集
』
巻
四
十
一
葉
に
相
当
す
る
部
分
を
見
て
み
る
と
、
本
書
と
同
じ
補
抄
部
分
を
確
認
で
き
、
そ
の
補
抄
用
紙
、
字
体
、

補
抄
者
が
附
し
た
朱
筆
の
句
読
点
な
ど
が
一
致
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
書
の
底
本
と
人
文
研
所
蔵
本
と
で
は
、
版
式
・
序
文
の
全
て
が
一
致
す

る
。本

書
が
万
暦
十
六
年
刊
本
で
あ
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
底
本
で
あ
る
人
文
研
蔵
本
も
万
暦
十
六
年
刊
本
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
本
書
の
標
題
紙
で
は
な
ぜ
「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
文
研
所
蔵
の
『
全
集
』

は
、『
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
分
類
目
錄
』
に
記
載
が
な
い
が
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
）、
人
文
科
学
研
究
所
東
ア
ジ
ア
人
文
情

報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
「
明
刊
本
」
と
あ
る

（
９
）
。
し
か
し
同
所
が
運
営
す
る
、
当
該
『
全
集
』
を

閲
覧
で
き
る
「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
の
表
記
で
は
、
あ
る
時
期
ま
で
は
「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
な
っ
て
い
た（

（1
（

。
本
書
の

標
題
紙
が
「
明
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
表
記
を
襲
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
か
ら
、
本
書
が
影
印
す
る
際
に
底
本
と
し
た
の
は
、
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
そ
し
て
、

本
書
が
標
題
紙
に
お
い
て
底
本
を
「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
し
た
の
は
、「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
襲

っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

２　

旧
蔵
者

さ
き
に
、
人
文
研
の
所
蔵
す
る
『
全
集
』
が
、『
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
分
類
目
錄
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
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こ
の
こ
と
は
、
当
該
『
全
集
』
の
旧
蔵
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
の
こ
と
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

人
文
研
所
蔵
の
『
全
集
』
に
は
、
全
十
二
冊
の
裏
見
返
し
に
寄
贈
者
印
が
押
さ
れ
て
お
り
（
江
蘇
大
学
出
版
社
影
印
本
で
は
こ
の
寄
贈
印
を
除
い

て
い
る
）、
こ
の
寄
贈
者
は
中
国
思
想
史
研
究
者
の
島
田
虔
次
氏
ゆ
か
り
の
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
島
田
虔
次
氏
は

陽
明
学
を
は
じ
め
と
す
る
明
清
思
想
史
研
究
に
多
大
な
る
足
迹
を
残
し
た
研
究
者
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
は

多
く
が
韓
国
・
東
開
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
が（

（1
（

、
残
る
一
部
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
寄
贈
書
目
録

を
記
し
た
『
漢
字
と
情
報　

第
十
号
別
冊
』
に
は
「
龍
谿
王
先
生
全
集
二
十
卷
坿
大
象
義
述
一
卷
」
と
あ
っ
て
、
当
該
『
全
集
』
も
そ
の
内
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
人
文
研
の
『
漢
籍
分
類
目
錄
』
は
、
も
っ
と
も
新
し
い
版
で
も
一
九
七
九
年
で
あ
る
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年

に
死
去
さ
れ
た
島
田
虔
次
氏
の
旧
蔵
本
の
記
載
が
当
該
『
目
錄
』
に
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

三　
「
坿
大
象
義
述
」
に
つ
い
て

以
上
、
本
書
が
底
本
と
し
た
万
暦
十
六
年
刊
本
の
所
蔵
先
が
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
所
が
所
蔵
す
る
『
全
集
』

が
島
田
虔
次
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
疑
問
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、右
述
の
『
漢
字
と
情
報　

第
十
号
別
冊
』

に
「
龍
谿
王
先
生
全
集
二
十
卷
坿
大
象
義
述
一
卷
」
と
あ
る
う
ち
の
「
大
象
義
述
」
が
、
な
ぜ
万
暦
十
六
年
刊
本
の
『
全
集
』
に
附
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
大
象
義
述
」
は
、『
周
易
』
の
十
翼
の
一
つ
で
あ
る
象
伝
の
「
大
象
」
に
対
し
て
王
畿
が
著
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
永
冨
青
地
氏
の
報
告
に
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よ
れ
ば
、
万
暦
元
年
に
そ
の
初
刻
本
が
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
本
考
の
「
一　

王
畿
の
全
集
の
版
本
概
観
」
で
も
記
し
て

お
い
た
よ
う
に
、「
大
象
義
述
」
は
万
暦
四
十
三
年
に
『
全
集
』
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
逆
に
言
え
ば
、
万
暦
四
十
三
年
に
な
っ

て
は
じ
め
て
「
大
象
義
述
」
は
『
全
集
』
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
人
文
研
所
蔵
の
万
暦
十
六
年
刊
本
『
全
集
』
に
、

な
ぜ
「
大
象
義
述
」
が
附
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
検
証
し
て
み
る
に
、
人
文
研
所
蔵
の
漢
籍
を
一
部
閲
覧
で
き
る
「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
を
見
る
と
、
そ
こ
に
「
大
象
義
述
」

の
書
影
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
実
は
人
文
研
所
蔵
の
『
全
集
』
に
「
大
象
義
述
」
は
も
と
も
と
附
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
漢
字
と
情
報　

第
十
号
別
冊
』
の
記
載
は
誤
り
で
は
な
い
か
。『
漢
字
と
情
報
』
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
記
載

を
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
か
り
に
「
大
象
義
述
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
刻
本
か
、
万
暦
四
十
三
年
な
い
し
は
四
十
七
年
刊

本
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
、
万
暦
十
六
年
刊
本
に
「
大
象
義
述
」
が
附
刻
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

本
小
論
で
は
、
江
蘇
大
学
出
版
社
が
影
印
し
た
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
の
底
本
が
「
明
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
で
は
な
く
、「
万

暦
十
六
年
蕭
良
幹
刊
本
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
所
蔵
機
関
が
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
蔵
本
が
島
田
虔
次
氏
旧
蔵
本
で

あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
本
小
論
が
、
本
書
の
書
誌
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
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【
附
記
】
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
『
龍
谿
王
先
生
全
集
』
二
十
巻
に
つ
い
て
、
当
該
本
に
「
大
象
義
述
」
が
附
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、

京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
田
尻
健
太
氏
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
来
は
本
稿
筆
者
が
自
ら
出
向
い
て
確
認
す
べ
き
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
人
の
移
動
の
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い
た
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
。
田
尻
氏
に
は
特
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
二
〇
二
一
年
十
月
三
十
一
日
閲
覧
。

（
2
）
彭
国
翔
『
良
知
学
的
展
開
︱
王
龍
溪
与
中
晩
明
的
陽
明
学　

増
訂
版
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
一
五
年
所
収
）

（
3
）
王
畿
の
版
本
に
は
、
清
刊
本
や
、
和
刻
本
が
あ
る
。
詳
し
く
は
呉
震
氏
「
編
校
説
明
」
を
参
照
。

（
4
）
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
は
十
二
冊
で
あ
る
。

（
5
）『
美
國
哈
佛
大
學
哈
佛
燕
京
圖
書
館
中
文
善
本
書
志
』
は
、「
卷
二
十
二
爲
徐
存
齋
公
撰
先
生
傳
・
趙
麟
陽
公
撰
先
生
墓
誌
銘
・
張
陽
和
公
吊
先
生
文
（
三

篇
倶
佚
）」
と
記
す
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
『
全
集
』
を
見
る
限
り
で
は
、
こ
の
三
つ
の
文
章
は
い
ず
れ
も
現
存
し
て
い
る
。

（
6
）
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
は
、「
大
象
義
述
」、
徐
階
「
龍
谿
王
先
生
傳
」、
趙
錦
「
龍
谿
先
生
墓
誌
銘
」、
張
元
抃
「
祭
王
龍
谿
先
生
文
」
の
順
に
配
列
さ

れ
る
。

（
7
）
な
お
、
呉
震
氏
は
『
王
畿
集
』
編
校
説
明
の
中
で
、
万
暦
四
十
七
年
刊
本
を
「
爲
二
十
卷
本
、
少
卷
末
兩
卷
」
と
記
す
。「
兩
卷
」
と
は
本
冊
目
録
上
の
「
卷

二
十
一　

大
象
義
述
」
と
「
卷
二
十
二
」
の
徐
階
「
龍
谿
王
先
生
伝
」・
趙
錦
「
龍
谿
王
先
生
墓
誌
銘
」・
張
元
抃
「
祭
王
龍
谿
先
生
文
」
の
三
篇
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
公
文
書
館
蔵
万
暦
四
十
七
年
刊
本
で
は
、
こ
の
二
巻
は
『
全
集
』
と
は
別
冊
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
現
存
し
て
い
る
。

（
8
）
た
だ
し
本
書
で
は
、
な
ぜ
か
補
抄
部
分
（
四
十
一
葉
表
相
当
）
を
巻
一
・
四
十
葉
裏
と
あ
わ
せ
て
巻
二
・
一
葉
表
の
後
に
配
し
て
影
印
し
て
お
り
、
一
見

す
る
と
読
者
が
混
乱
す
る
処
置
を
行
っ
て
い
る
。
本
文
中
に
本
書
の
補
抄
部
分
を
一
四
五
ペ
ー
ジ
、「
撫
州
擬
峴
臺
會
語
」
の
最
後
部
を
一
四
二
ペ
ー
ジ
と

記
し
て
、
ペ
ー
ジ
数
が
連
続
し
て
い
な
い
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

（
9
）
二
〇
二
一
年
十
月
三
十
一
日
閲
覧
。

（
10
）
過
去
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
履
歴
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トInternet Archive

に
よ
る W

ay back M
achine

を
使
っ
て
、

過
去
の
「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
当
該
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
二
〇
年
六
月
十
八
日
ま
で
は
「
萬
曆
四
十
三
年
張
汝
霖
校
刊
本
」
と
い
う
表
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記
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
で
は
「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
の
書
誌
情
報
も
「
明
刊
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
文
で
述
べ
る
よ
う

に
人
文
研
蔵
本
の
旧
蔵
者
は
島
田
虔
次
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
寄
贈
目
録
を
記
す
『
漢
字
と
情
報　

第
十
号
別
冊
』（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
で
は
、
す
で
に
『
全

集
』
を
「
明
刊
本
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

（
11
）
井
波
陵
一
「
東
方
部
へ
の
新
た
な
贈
り
物
︱
島
田
虔
次
先
生
旧
蔵
書
の
受
入
」（『
漢
字
と
情
報　

第
十
号
』
二
〇
〇
五
年
三
月
所
収
）。

（
12
）
永
冨
青
地
「
北
京
図
書
館
蔵
『
大
象
義
述
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
13
）
と
こ
ろ
で
、
永
冨
氏
は
前
掲
の
論
考
に
お
い
て
、『
大
象
義
述
』
を
収
録
す
る
王
畿
の
『
全
集
』
は
、「
万
暦
四
十
七
年
（
一
六
一
九
）
刊
の
丁
賓
編
『
龍

溪
王
先
生
全
集
』
及
び
本
書
を
祖
本
と
す
る
和
刻
本
の
み
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
氏
が
右
論
考
の
後
に
発
表
さ
れ
た
「
天
一
閣
博
物
館
所
蔵
の
三
巻
本
『
大

象
義
述
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
五
十
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
も
同
様
の
認
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
永
冨
氏
は
す
で
に
「
王

畿
の
易
學
と
丁
賓
︱
大
象
義
述
を
中
心
と
し
て
︱
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
六
号
、
一
九
八
九
年
）
中
で
、
王
畿
の
全
集
は
明
代
に
二
度
刊
行
さ
れ

た
と
述
べ
、
丁
賓
の
主
編
に
か
か
る
二
度
目
の
刊
本
を
万
暦
四
十
三
年
と
し
た
う
え
で
、「
大
象
義
述
」
は
こ
の
刊
本
に
お
い
て
始
め
て
全
集
に
加
え
ら
れ

た
と
正
確
に
述
べ
て
い
る
。
本
小
論
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
大
象
義
述
」
は
万
暦
四
十
三
年
刊
本
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
右
に
見
た
永
冨
氏
の

見
解
で
は
後
者
が
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。






